











































































































































































































































































































































































































































まとめ 〈ほかの道も二つの通りと同じで安全を守るために気がくばられているかな ＞ ２
鍍
であったり、逆に児童が追求しても答えｶﾇわか
りそうにないものばかりである。課題づくりは
大切というが、本当に追求に足る課題づくりの
なんと困難なことかと、頭をかかえこむばかり
であった。
道の角では地図を上にしたり下にしたりして、
ナゾの場所④をもとめて歩んだ。
教室にもどってからは、どのようにして④ま
でたどりついたのかみんなで地図をなぞった。
新しく見つけてきた建物や木、信号などもつけ
加わって､通りの様子は大分あきらかになった。
(2)追求に立ちむかわせる課題（発問）づくり
今までのすぐれた実践のなかには「どうして
:遠まわりするのだろう」という課題で追求させ
たものがある。真っすぐ行けば近いのに通学路
が遠まわりになっているわけをさぐらせ、その
なかで安全を守るための施設をつかませたもの
である。このように児童を追求にかりたてる課
題がなんとか生み出せないものであろうか。課
題をもとめて通学路を歩いた。
奮聯ll1iiiiihiii霧鑿
校門前の通り
自信のある課題と誇れるものでないが、次の
課題で実践することにした。
．「校門前の通りは安全な道といえるか」
なんとも限定されていない乱暴な課題と思わ
れるかもしれない。でも、私は、こう考えた。
一本の課題のみで考えなくてもよいではないか。
類似する課題．「広坂通りは安全な道といえ
るか」（－の矢）を発し、そこでの追求の方法
と結果を本課題を限定する伏線として活用しよ
うと考えたのである。
片側に市役所を、もう一方の側に県庁、県警
本部、金沢中警察署を並べ、金沢の代表的な道
といえる広坂通り。その広坂通りに対して「安
全な道といえるか」と問うのである。数多い横
断歩道、信号機、交通標識。広い車道、歩道、
中央分離帯。これらを見た児童は、「安全な道」
だと言わざるをえないのではないか。つまり、
安全を守る施設を指標にし、「安全な道か否か」
を話し合わせるのである。これが本課題限定の
伏線である。
この｢広坂通り」の追求は､単に本課題の無限
定性を補うばかりではない｡本課題｢校門前の通'り」
を追求するときには、一の矢と類似している故に、
「広坂通り」での追求経験が水先案内（未知と
既知の間）としてはたらくであろう。そして、
この「未知と既知の間」は、追求活動に不』慣れ
石亭前の通り
．「石亭前の通りは歩道が途中でなくなってい
るのはどうしてか」
．「広坂通りには横断歩道が多いが、校門前の
通りには－ケ所しかないのはどうしてか」
。「校門前の横断歩道には信号がなぜないか」
など、いくつかの課題を考えた。
広坂通り
どれもこれも、すぐに答えがでてしまうもの
－３０－
な１年生児童にとって大きな味方となり、より
多くの児童の追求をうながすはずである。
実践でたしかめることにした。「せまるの５
時間目」のようすである。
児童は、見学して調べた安全を守るための施
設を校門前の通りの地図にはった。意外に、交
通標識が多く設置されていることに驚いた。そ
の次の場面である。
Ｔ広坂通りは、安全な道だと話し合いました
ね。では、この校門前の通りは安全な道だと
いえるかな。（課題の提示）
児童は、「広坂通りは安全な道か」の学習を生
かし、人通り、車の数と安全施設に注目するだ
ろう。
安全でないと考える児童は､道幅が狭いこと。
歩道も狭く人とすれちがうときは、片一方の人
が、車道に出なければならないこと。横断歩道
はあるが信号機はないこと。これらのことを根
拠とするだろう。
安全と考える児童は、広坂通りに比べ通行人
と車が少ないことを。３０キロ制限の道であり、
速く走れない道であることを。標識がいっぱい
あることを根拠とするだろう。
挙手によって児童の考えを確かめた。
、安全と思う者……………31人
・安全と思わぬ者…….….､４人
安全と答える者が、３１人もいることを知り私は
驚いてしまった。私の予想と反対の結果である。
安全と思わぬ児童の意見に肩入れしていかなけ
ればならない。
Ｃｌ安全といえます。標識がいっぱいあるから
です。
Ｃ２車の数しらべをして広坂通りに比べてすご
く通る車の数が少ないことがわかりました。
だから安全です。
ｃ３センターラインがあるから、車がぶつから
ないので安全だ。
Ｃｌ横断歩道もちゃんとある。安全だ。
Ｃ５安全と言えません。信号がないから、今は
赤か青かわからなくて交通事故をおこしてし
まいそうだからです。
（ｃ大勢そういわれてみるとそうだな）
児童は、前の広坂通りの追求のしかたを活用し
安全だと思うわけを発表したのだ。そしてｃ５
の児童は、同じく前の追求のしかたを活用して、
信号機が設置されていないことから、本時の自
分達の追求問題をさぐりあてたのだ。
Ｔ信号がないから安全でないね。
Ｃ６車が通らないときは、いいじゃないか。
Ｃ５いつも通らないとはかぎりません。
Ｃ７信号がなくてもかわりのものがあります。
Ｔええっ。信号のかわりになるものがあるの？
Ｃ７横断歩道に黄色の旗があります。それをも
って渡ると車がとまります。
（ｃええっ、そうかな？なるほどとつぶやき
が多い｡）
Ｃ８横断歩道の上には、大きな標識があって、
遠くからでも車の人は横断歩道があることが
わかります。信号のかわりになっている。
（ｃなるほど信号のかわりだぞという声多し）
児童の追求によって、黄色の旗や標識の役割が
安全に道を渡るという場面とからめてとらえな
おされたのである。
４．実践のふり返り
，年生児童にとって、意見の対立をてこに自
らが問い、追求する学習は可能かどうか確かめ
てきた。事象の見せ方を工夫し、なげかける課
題を研究してきたのである。
いま述べた「校門前の道は安全か」の中では
児童は、まことに、わずかな時間の中ではある
が、やりとげた。「安全である｡」「いや、そう
ではない｡」という意見のちがいが、追求におい
こみ、前時や他の意見とつなげて思考させ、問
題を見つけ、解決へと進めた。しかし、このこ
とをもって、できたとは決していえない。児童
の発言内容をみると、その概念性が見えるから
である。この概念性を見ながら、それを打ち破
り、具体にひきおろした追求を児童に要求する
ことができなかった。児童の実態に適した「き
りかえし」の発問がわからなかったからである。
－３１－
－３年「わたしたちのくらしとたて町
商店がい」の実践を通して－
１．教材化にあたって
(1)本単元のあらましととらえ方
地域の消費生活は、商店街の働きによって成
り立っている。しかし、そこに集まる人々の多
くは、必ずしも消費物資を得るためだけに足を
運んでいない。楽しみに来たり、ウインドーシ
ョッピングの人々も多いのである。つまり、買
い物というよりは、散歩道・公園・消費`情報を
得るといった目的で商店街を利用しているので
ある。
ここでの学習の視点の一つは、人々が生活し
ていくための基本的要件である大量消費物資の
供給の働きをしているのは商店街であることを
とらえさせることである。さらに、商店街を散
歩道・公園化にといった将来計画により、消費
者の願いに答え、愛され魅力ある商店街を目指
そうとする商店街の人々の努力や工夫に気づか
せることである。
しかし、売る活動には、よりたくさん売って
もうけたいという一軒一軒の競争がある一方で、
競争していた店どおしが協力しているという矛
盾が浮かび上がってくる。この側面には、強い
資本力を持つ大型スーパーやデパートとの対抗
が考えられる。
この点で、狭いながらも土地条件を精一杯生
かし、売る活動を工夫し努力しており、また、
地域と地域の結節点としての役割を担っている
たて町商店街を素材として取り上げた。しかし、
精一杯の努力にもかかわらず、たて町商店街で
は客足は思うように伸びていない現状がある。
こういった問題点をはらみながらも、対抗の
中で必死に生き延びようと苦悩し、努力してい
るたて町商店街の人々の生きざまに触れさせて
いくことは、今後の学習をより共感を持って進
めていけるものと考えた。
(2)児童のとらえ方
児童は、－学期小単元『市ぜんたいのようす』
の「片町．こうりんぼうふきん」の学習におい
て、「市のいろいろな所から、片町．こうりん
ぼう近辺に人々は集まって来る。その人たちは、
仕事や学校や買い物をするために集まっている
のだ｡」ということを学習している。また、学習
後のノートの中で、「店が集まっていたら、買
い物もしやすいしべんりだ｡」「かた町やたて町
には、お店がいっぱいあって、いろいろな物が
買える｡」「洋服を買ってもらったり、食事をし
たり、店にはすばらしいものを売っている｡｣｢食
べる所や服屋さんやおもちゃ屋さんがあって楽
しい所だ｡」といった商店街の働きに関わる点を
書き綴っている。
その反面、「かた町ふきんは、パスや車や人
が多すぎてうるさい｡」「店がぎっしり集まって
いるけど、何のために集まっているのだろう。」
「店と店の間の道は狭いな｡」といった問題点や
疑問を指摘する児童もあった。
これらの商店街に対する印象や問題点の指摘
は、今後の学習に生き続けていくものと考えら
れる。
しかし、商店街の働き、またその中に存在す
るアーケード、看板、駐車場の役割や歩行者天
国の持つ意味についての認識は非常に浅い。さ
らに、買い物に集まって来る人々の願いや商店
街の人々の願いや工夫、努力といった段階に到
っては、なおのことである。社会的事象が持つ
意味やつながりを考えるという意識は、甚だ弱
〈、一つ一つの知識も断片的なのである。
そこで、社会的事象が持つ意味やつながりを
より明確にさせるためにも、見学、聞き取り等
や、それによって脹らんで来た興味や驚き、疑
問を大切にしていきたい。また、意識へのゆさ
ぶりの場や立ち止まりの場を設定することによ
り、追求に連続性を持たせ、追求の深まりを期
待したい。
(3)追求活動の充実へむけて
教材研究と児童の現状把握、この両者の接点
の中から追求をよび起こさせ、思考せざるを得
ない状態に追い込んでいく発問が生まれてくる。
このことは、一時限のみならず、単元全体を通
－３２－
知の要素が含まれていない発問や資料であって
は、以後の追求の連続は望めない。どの段階に
おいても、既知と未知の要素を十分に吟味し、
投げかけていきたいものである。また、未知を
予想しても、その裏付けとなる資料も用意され
なければならない。
これらのことは、個々の立場や思いがぶつか
り合う場や、話し合いを焦点化し、深める場を
組織していくことにもつながると思われる。し
いては、追求活動の充実をも期待できるものと
考えた。
このように、教材と児童が切り結ぶ接点の中
で発問を考慮しながら、本単元を展開してみた。
２．指導計画
(1)目標・市の商店街は、私たちの消費生
活を支えていることに気づかせるとともに、消
費者の願いを人々の利用の様子や協力して新し
い問題に取り組む商店街のおじさんたちの工夫
や努力から理解させる。
・商店街での見学観察活動や聞き取り調査など
によって得た事象や`情報をもとに作成した資料
を効果的に利用することにより、社会的事象の
意味やつながりを考える力や態度を育てる。
(2)追求過程（総時数18時限）
しても関連してくる。
まず、授業の切り込みとして、各家庭におけ
る－週間の買い物調べの事実を提示してみたい。
この資料から児童は、食べ物など毎日必要な物
は近くのスーパーや店で買うことが多く、洋服
やくつなどは遠くの店で買うことが多いという
傾向をつかむと思われる。そこで、「どうして
遠くの店で食べ物を買わないのか。」と投げかけ
ることにより、近くのスーパーや店の役割に気
づかせていきたい。また一方、「洋服やくつを
遠くの店まで足を延ばして買い求めている。」点
について問うことにより、かた町・たて町商店
街やデパートが自分たちに果たしている役割に
気づかせるとともに、その確かめとしてたて町
商店街での見学活動を取り入れてみたい。
見学活動により、児童は確かめる活動ばかり
でなく、たて町商店街に内在するさまざまな事
象や』情報を見つけ出してくるであろう。また、
驚きや疑問も吹き出してくると思われる。この
驚きや疑問こそ、以後の学習の連続の原動力と
なるのである。
このように、問題を把握する段階では、児童
に興味・関心を持たせ、さらに共通意識へと高
めていく発問（資料）を工夫してみたい。
たて町商店街での見学活動により、児童は、
。洋服店が一番多い。専門店が並んでいる。よ
い品物がある。パーゲンをしている等の事実を
見つけ出してくると思われる。これらの調べで
得た事象や情報を共同で磨き合い、思考を深め
ていく契機となる発問として、「よい品物があ
るのに、どうして安売りするのか｡」と投げかけ
てみたい。この発問により児童は、少しでも多
くのお客さんに来てもらいもうけたいという思
いを出すであろう。そこで、たて町商店街の中
には、同じ紳士服の店が四軒あるのだという事
実を提示することにより、一軒一軒の店どおし
の競争があることに気づかせていきたい。
しかし、ここで留意しておきたいこととして、
素材に見通しがあるかどうかという点が挙げら
れる。児童が追求していくための足場となる既
薑
－３３－
題目（時） 主な学習の流れ 資料
近
所
の
店
の
役
割
（
２
）
＜自分たちの家の闘い物はどこの店でどんな品物を買っているか＞
・食べ物､_洗剤など ・くつ、洋服など、ザＩ
近所のスーパー、店・大きなスーパー・片町、たて町、デパート
食料品などは近くの店で買い洋服やくつなどは遠くの片町・た
て町やデパートで買う大きなスーパーで買う人も多い
〈毎日のように闘っている食べ物はどうして遠い店へ固いに行かないのか ＞
･時間がかかる・バス代などのお金がかかる・にもつがたいんん
EIFﾌ扇面扇子ﾏTEZ雨1i7z~匠i祠蔬F忘扇71i雨７?可
･各家庭で
の買い物調
ハ:
・児西の生
活経験
(闘い物の
縄験）
わ
た
し
た
ち
の
ね
が
い
（
６
）
〈通<の片町・たて町やデパートまでわざわざ買い物に行くのは何かわけがあるのか
．よい品物が多い．安く買える.サービスがよい
たて町商店街での見学
見学のまとめ地図、絵作成
＞
＜わざわざ買い物に行きたくなるようなひみつがあったかな＞
．よい品物多い・安売り・多くの店(洋服店多い）・音楽……
わざわざたて町商店街に行きたくなるようなひみつが
いっぱいあった
･各家庭で
の買い物意
鍬凋盃
･見学カー
ド
｡たて町商
店街地図
みんなの家の固い物調べ
Ｓ、５９１０２９（月）～１１．４（日）
／
厩藤
ほとんど毎日土・日咽日
ｶﾕ士町・たて町商店街
行った家……１６
デパート（大和・名鉄丸越）
行った家……1２
土・日MH日
でき上がった表を見て、児童は､｢食べ物は、
近くのスーパーで買っている｡」「洋服やくつは、
遠くのかた町やたて町商店街、デパートで買っ
てるぞ｡」「大きなスーパーでは、両方とも買っ
てるな｡」とそれぞれの思いを出し始めた。
そこで、「毎日のように買っている食べ物は、
どうして遠い店へ買いにいかないのか｡」と投げ
かけてみた。この発問は、児童の身近に存在す
るスーパーマーケットや商店の役割に気づかせ
るとともに、遠くの店やデパートの役割を考え
る足場にしたいという意図が含まれている。
この発問に対して、児童は、
Ｃｌいつも遠い所へ買いに行ってると、とても
時間がかかるし、めんど〈さい。それに家の
人も心配すると思います。
Ｃ２食料品はいつもいるし、いつも買うんだか
ら、もし夕はんの用意だとしたら、夕はんが
夜中になってしまいます。
Ｃ３それに、平生は、お父さんがいなくて車が
ないし、パスで買い物に遠くへ出かけている
とパス代がたくさんかかります。
ｃイ帰る時も、にもつがいっぱいになってたい
へんだから近くの店で買うのだと思います。
このように、買い物調べという一つの資料と
投げかけた発問により、児童は自分たちの近く
にあるスーパーマーケットや商店の役割に気づ
いていったのである。児童のこれまでの生活経
験（既知）をもとに話し合ったのであるが、今
まで、ただ漠然と見ていた近くの商店の役割(未
知）について見直してみることとなった。
この後、児童は「今度は、遠くのかた町やた
Ｐ札の考えた未来のた~て閃11荘11杏ｆ
3．指導の実際と考察
(1)問題を把握する段階では
先にも述べたように、児童に興味・関心を持
たせ、学習意欲を起こさせるべく発問が用意さ
れているかどうかが問題となる。
学習のスタートとして、第２学年で学習して
いる各家庭における一週間の買い物調べをあえ
て取り上げた。それに加え、それぞれの品物を
どの方面へ買いに行っているかということも調
べていくことにした。その結果、次のような傾
向がつかめた。
－３４－
ｌ、
＜よい品物があるのにどうして安売りするのか＞
･多くのお客さんに.ほかの紳士服の店よりたくさん売って
来てもらいたいもうけたい
洋服店ではほかの紳士服にまけないようにいろいろな工夫を
してお客さんに来てもらいもうけようとしているようだ
〈洋服店ではほかの洋服店にまけないようにいろいろな工夫をしているか
洋服店での聞き取り聞き取り閥査のまとめ
〉
洋服店ではほかの洋服店にまけないようにいろいろな工夫を
してお客さんに来てもらいもうけようといっしょうけんめい
がんばっていた
〈－けん一けんの店だけでなく商店街全体で協力・工夫しているのはどうしてか 〉
･どの店にもお客さんはふえる．どの店も品物が売れてもうかる
.大型スーパーやほかの商店街にお客さんをとられないようがんば
っているんだ
－けん－けんの店だけでなく商店街全体でいっしょに工夫しな
がらもうけようとがんばっているようだ
〈商店街のおじさんたちはみんなの考えたように工夫してが/じばっているか
たて町商店街擾興組合での聞き取り
〉
たて町商店街全体でいっしょに工夫してもうけようとがんばって
いた
〈たて町商店街のおじさんたちがるのに大きなスーパーヘたく
してか
いろいろな工夫や努力そしていさんの人力`園い物に行くのはどう〉
･いろいろな品物が・ねだん・大きな駐車場があるからだ
そろっていて一度が安い.買った物をすぐのせて帰れる
に闘える
大きなスーパーのほうが買い物をするには便利なようだこの戎
まだとたて町商店街のお客さんはどんどんへっていくぞ
〈たて町商店街ではお寒さんを大きなスーパーなどにとられないためにどのようにしているか
･駐車場をもっと広くするｑスーパーにまけないようなピルを
･道をひろげるたてる
.固い物公園の計画をたてて.未来の叶画をたてている。
いるぞ
〉
これからもたくさんのお客さんに来てもらいいつも話し合い
みんなに喜んでもらえる魅力ある商店街にしていこうと努力し
必死にがんばっているんだ
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しているので、Ａの店にお客さんが来なくな
るみたいです。
Ｃ２Ａの店は、もっと工夫しないと、お客さん
をとられて、もうからなくなるみたいだ。
という思いを出してきた。
そこで、さっそく各班ごとに、Ａ店、Ｂ店、
Ｃ店、、店のお客さん集め競争となった。やや
低学年向きの活動かと思われるが、自分が店主さ
んなんだといった商店街をより身近なものとし
て意識するために効果的であったようである。
児童のアイディアは多種多様であったが、次時
のＡ店での聞き取りによって、一軒一軒の店で
は、一生懸命工夫して、お客さんに来てもらい、
もうけようとしていることが明らかとなった。
この段階で児童がつかんだ一軒一軒の工夫や努
力は、次時の学習にも生かされていく。
次時において、５００，大バーゲンの事実を提
示し、「一軒一軒の店でも安売りできるのに、
みんなといっしょにやるとよいことがあるのかQ」
と問いかけてみた。
Ｃｌ一つ一つのお店には、よい品物があるし、
それに安売りをするからよいことがあります。
Ｃ２お客さんがいろんな店の安い物を買ってお
客さんは得をします。
Ｔお客さんがたくさん集まってきて、たくさ
ん買ってくれるし、お店はもうかるんだね。
Ｃ３たて町が安売りして、かた町が安売りして
ﾆﾆﾆ糊薑亘二÷十二二⑤
方が得だから、たて町の方へ来る人が多くな
って、たて町通りの方がもうかっていいと思
います。
Ｃｌ一つの店だけでなく、たて町全部の店がも
うかっていくと思います。
この後、大型スーパーに８万人の客がつめか
けた事実を提示することにより、協力している
側面には、大型スーパーとの対抗があるという
事実に気づいていったのである。このように、
徐々ではあるが、一つ一つの発問によって、児
童は思考を深め、練り上げていった。
て町、デパートへ洋服やくつを買いに行くわけ
も考えてみたい｡」と言い始めたのであるが、今
後の商店街の働きを追求していくための窓口を
与えてくれたようである。この課題に対して児
童は、よい品物がたくさんあるから．安く買え
るから等の思いを出してきた。そこで家の人の
買い物意識の資料で児童の思いを確かめてみた。
しかし、児童にとっては、自分の目で見て、
足でかせいで確かめたものでなければ納得でき
ないものである。中学年の児童にとって、見学
活動は疑問点を確認する意味においても、また
新たな疑問点を生み出す意味においても効果的
な活動である。そして、素材をたて町商店街に
限定し、視点を明確にして見学活動に入ったわ
けである。
見学により、児童は驚くばかりの行動力と観
察力を発揮して数多くの事象を見つけ出してい
ったが、その中でも、①洋服店が一番多い。②
専門店が並んでいる。③よい品物がたくさんあ
る。④安売りやバーゲンをしていた。という４
点が多数の児童のノートに見られた。
一方、「よい品物がおいてあるのにどうして
安売りまでするのか｡」「同じ物を売っている店
がたくさんあるけどもうかるのかな｡」といった
思いも多数の児童のノートに書かれていた。
この時点で、たて町商店街に対する共通意識
と内在する問題点が児童の共通課題として形作
られたのである。
(2)問題を究明する段階では
この段階においては、調べて事象（情報）を
共同で磨き合い、思考を深めていく契機となる
発問が要求される。
児童は見学により、「よい品物がたくさんお
いてあった｡」「バーゲンをしていた｡」といった
共通意識に立っている。ここで、紳士服の店だ
けでも四軒あるという事実を提示し、「Ａの店
について心配なことはないか｡」と投げかけてみ
た。これに対し児童は、
Ｃｌ今は、Ａの店にお客さんが来ているけど、
ほかの紳士服の店もよい品物をおいて安売り
－３５－
ただ、ここで第３学年の思考段階やレベルを
考慮してみると、これらの発問は難解なもので
はなかったかと思われる。－試作として、まず
大きな競争相手である大型スーパーの事実に気
づかせる。それに対して一軒一軒の店では対等
にやっていけない。では、どの店でも潤うため
にはどうするかというふうに、発達段階を考慮
した発問、資料の提示が必要であったように思
われる。
大型スーパーとの対抗に気づいた児童は、こ
の後、対抗の中で将来計画などにより必死に生
き延びようと苦悩し努力する商店街の人々の生
き様に触れ、共感していったようである。
4．実践のふりかえり
単元終了後のノートでＹ子は次のように述べ
ている。「たて町の将来は、すごいものです。
ベンチをふやし、道に模様を入れ、モーターで
本物のように動く川をつくり、緑も多くし、そ
の他にもいろいろな物を作り、今までの工夫と
いっしょにして楽しみながら買い物ができるよ
うになるからです。私たちが５年生になったら
できあがる。５年生になるのが楽しみです。未
来のたて町には、何万人、何十万人のお客さん
が来そうです｡」
さらに、Ｙ子は、次のようなイラストも描い
ている。
わたしの未来計画
Ⅳおわりに－研究のまとめと課題
私たちは、この－年間、発問を中心にして、
主体的な追求活動の実現に迫ろうとしてきた。
その中でつかんできたことの一端と今後の課題
について述べてみたい。
私たちは、発問は「既知」と「未知」の適切
な間の中で発するのがよいと考えてきた。適切
な間を知るためにも教師は、児童の「既知」の
状態をしっかり把握しておかねばならない。ま
た、児童が追求する「未知」が、その「既知」
を生かして追求できるものであるか吟味してお
くことも必要である。そのことが私たちのつか
んだ第一のことである。そこで、今後の私たち
にとって児童の追求を捉える鋭い目と、執勘な
教材への問いかけが課題といえる。
追求過程から発問を見直したとき、主要な発
問の場面が二つあり、一つは、であう段階での
児童の興味・関心を呼び起こす発問で、今一つ
は、せまる段階での教材の本質へ追求を深める
発問である。この二つの発問の適否が、以後の
追求活動の充実の決め手になるということが二
つ目のことである。ここでも、児童を捉える目
と教材研究が重要な課題といえる。
三つ目に、教師の発問が児童の追求を促すた
めには、いくつかの条件に留意する必要がある
ということがあげられる。先ず多くの体験や見
学をさせ、事実にどっぷりひたらせたあとの発
問が効果的であること。次に、意外性や感動を
生み出すよい教材を使って問いかけることによ
って、興味・関心を引き出すことができること。
さらに、山や海の名を求めたり、答えが一つし
か出てこない発問では追求を促すことにはなら
ない。対立拮抗を助長させる発問が大切である
などである。
本年度の研究によって、追求過程と発問の類
型化などとともに、改めて教材の質や価値につ
いて検討を加える必要性を感じた。そのために
もねらいを明確化し、ねらいに適した教材を選
択する目を養うことも大きな課題といえる。
上方弓弓たこ⑰
ペ
このノートやイラストから、Ｙ子が商店街の
人々の生き様に触れ、共感していったことが読
み取れる。他の児童にもＹ子のような思いが見
られたことから、各段階における発問のあり方
は追求活動の充実に不可欠の要素であったとい
える。しかし、発問の質や投げかけるタイミン
グ、さらに、教材や問いの限定の甘さなど反省
点も数多く残り、今後の課題としていきたい。
－３６－
